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広島県学校安全指導者講習会 

地域の特性と歴史に根ざした防災教育 
ー広島県内の自然災害を事例にー 

日時：平成31年2月12,13日 

広島大学大学院教育学研究科 熊原康博 

I. 広島市内を事例とした低地の地形と自然災害（講義） 

II. 平成30年豪雨災害と県内の水害碑（講義） 

III. 県内の高等学校の立地から自然災害を想定しよう（演習） 

IV. 過去の水害を調べる授業カリキュラムの提案（講義） 
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広島県学校安全指導者講習会 

I. 広島市内を事例とした 
低地の地形と自然災害 
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 講演会の流れ 

 1）広島県でどのような災害が起こってきたのか？ 

 2）明治時代の地形図の有用性 

 3）低地の地形の区分 

 4）土石流がつくる扇状地 

 5）はんらん原の地形と災害 

 6）三角州の成り立ちと干拓，埋め立て地 

 7）身近な地域の災害を知る方法 
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 1）広島県でどのような災害が起こってきたのか？ 

経年変化：戦前-土石流や洪水・浸水（河川の氾濫） 
     戦後-土石流が多い 
地域的差異：広島県東部よりも西部で多い 
発生月による特徴：７月が多い（梅雨の末期） 
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 1）広島県でどのような災害が起こってきたのか？ 

 都道府県別土石流危険渓流箇所（平成14年）http://www.mlit.go.jp/river/sabo/link20.htm 

0
	

1
0
0
0
	

2
0
0
0
	

3
0
0
0
	

4
0
0
0
	

5
0
0
0
	

6
0
0
0
	

7
0
0
0
	

8
0
0
0
	

9
0
0
0
	

1
0
0
0
0
	

北
海
道 

青
森 

岩
手 

宮
城 

秋
田 

山
形 

福
島 

茨
城 

栃
木 

群
馬 

埼
玉 

千
葉 

東
京 

神
奈
川 

新
潟 

富
山 

石
川 

福
井 

山
梨 

長
野 

岐
阜 

静
岡 

愛
知 

三
重 

滋
賀 

京
都 

大
阪 

兵
庫 

奈
良 

和
歌
山 

鳥
取 

島
根 

岡
山 

広
島 

山
口 

徳
島 

香
川 

愛
媛 

高
知 

福
岡 

佐
賀 

長
崎 

熊
本 

大
分 

宮
崎 

鹿
児
島 

沖
縄 

 赤：人家５戸以上等の渓流 
 オレンジ：人家１～４戸の渓流 
 黄：人家はないが今後新規の住宅立地が見込まれる渓流 

低地が少ないため山地斜面に住宅団地を造成してきた。（社会的な背景） 

広島県は日本で最も土石流危険渓流数が多い。 
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 2）明治時代の地形図の有用性 

 正式二万分一地形図集成 中国・四国２【県立図書館蔵】 

 古い地形図だと，当時の土地利用がわかる． 
 →土地利用は微妙な高低差（地形）を反映している（等高線以上の感度）． 
 →変わらないもの（例えば用水路）を頼りに新旧の位置を比較できる 
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 3）低地の地形の区分 

 最新地理図表 
（第一学習社） 
高校地理の資料集 

・この図は模式的な低地で見られる地形を
示したもの． 
・地形図や現地で，これらの地形を見つけ
ることが地形の理解に繋がる 
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 4）土石流がつくる扇状地 

 等高線が扇形を示す→扇状地 

 日本の平野と海岸「日本の自然4（岩波書店）」 
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 4）土石流がつくる扇状地 

1962/05/26撮影 

空中写真を用いた 
アナグリフ画像 
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 4）土石流がつくる扇状地 

 扇状地：山から平野の境界部にできる地
形で，主に礫からなる．土石流が扇状地を
つくる原因 

 山麓部でやや傾斜のある地形＋角
張った礫からなる地層 
→扇状地の可能性が高い 
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 4）土石流がつくる扇状地 

 安定した水量の地下水が扇端から湧いていた 
→平生は扇状地の地形の恩恵を受けていた． 

扇端 

湧水 

八木用水 
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 5）はんらん原の地形と災害 

 日本の平野と海岸「日本の自然4（岩波書店）」 
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5）はんらん原の地形と災害 

 緑井周辺の地図から低地の地形を読む． 
 →土地利用は等高線よりも細かい微地形を反映 
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5）はんらん原の地形と災害 

1962/05/26撮影 

空中写真を用いた 
アナグリフ画像 
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 5）はんらん原の地形と災害 

・川岸よりも高く，岸から外側にへ徐々に低下。旧来の集落が立地→自然堤防 
 
・川から離れたところで自然堤防より低くく，主に水田に利用→後背湿地 
 
・周りよりも低く細長い形状。主に水田利用→旧河道 
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 5）はんらん原の地形と災害 

 緑井の古くからの集落：自然堤防上（微高地） 
 新興住宅地：後背湿地，七軒茶屋駅：旧河道 
 →周囲よりも低いので水がたまりやすい 

 2014年8月  2014年8月 
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6）三角州の成り立ちと干拓，埋め立て地 

・三角州の前進：前面の海を河川が運んできた砂などで埋め立てる 

・干潟の部分：浅いので海水を締め切って 

       耕作地に利用（干拓） 

 日本の平野と海岸「日本の自然4（岩波書店）」 

干潟 
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6）三角州の成り立ちと干拓，埋め立て地 

2014年度広島市郷土資料館企画

展「広島町新開絵図を読む～江戸

時代の干拓事情～」パンフレットよ

り。学芸員の本田さんが担当され

た。 

干拓の土地の高さ：干拓を

行う前の海底や干潟の高

さと同じ．客土をしていな

い． 
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6）三角州の成り立ちと干拓，埋め立て地 

どの地域が浸水の危険性があるでしょうか？ 

→江戸時代後半から明治期にかけての干拓地の標高が低く危険性大． 

標高5ｍメッシュデータより作成 
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6）三角州の成り立ちと干拓，埋め立て地 

S60年発行10000分の１地形図 
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6）三角州の成り立ちと干拓，埋め立て地 

http://www.city.hiroshima.lg.jp/gesui/haza
rdmap/6asahimachi.pdf 

広島市浸水ハザードマップ 
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6）三角州の成り立ちと干拓，埋め立て地 

ゼロメートル地帯では一旦浸水すると，流れないので 

ポンプによる強制排水が必要（＋液状化の心配） 

http://www.city.hiroshima.lg.jp/www/contents/1456466751860/simple/siryo

u-jigyoukeikaku.pdf 
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7）身近な地域の災害を知る方法 

1．低地の地形のモデルや，土地利用
と地形の関係を頭に浮かべる 

2．古い地形図（空中写真）を探し，モデ
ルや関係を読み取る 

3．石碑・古い新聞などで過去の災害の記録を調べる 

4．地方自治体が出しているハザードマップを調べる 

1939年12月6日陸軍撮影の牛田地区（災害発生から14年
後） 

5．現地を歩いてみて，モデルに合うような高低差や地層を確認したり，土
地利用と地形の関係が残っている事例を探す。 



II. 平成30年豪雨災害と県内の水害碑 

１）平成30年豪雨災害の状況と気付き 

２）災害を「自分ごと」とするために

過去に学ぶ:水害碑の活用 

３）平成30年豪雨災害被災地と水害碑 
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正射画像で 
正位置にプロット 

国土地理院の 
空中写真の3D判読 

広島大学調査団（地理学グループ） 

１）平成30年豪雨災害の状況と気付き 

25 

地理院地図 



１）平成30年豪雨災害の状況と気付き 

8000箇所の土砂崩壊≠災害（災害とは，人的物的被害が生じること） 

広島大学調査団（地理学グループ） 
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１）平成30年豪雨災害の状況と気付き 

24時間降水量の分布と斜面崩壊地の分布 

→ともかく大量の雨が降ったことが誘因 

広島大学調査団（地理学グループ） 
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１）平成30年豪雨災害の状況と気付き 

この災害は，未曽有の災害なのだろうか？ 

テレビ報道では， 

「７０年前にも同じような土石流がきていた」 

「戦後直後に，土石流がきたことを親が話していた」 

などのインタビューをきく 

 

私たちは，過去のことを知らなさすぎるのではない
か？ 

28 



２）災害を「自分ごと」とするために
過去に学ぶ：水害碑の活用 

・約100年間で26回の水害 

→約４年に１回の割合 
 

・犠牲者10名以上の水害には 

石碑を建立 
 

・広島県内には50基の石碑 

 

 

発生年月日 水害種 被災地 死者数 碑 

1907(M40)  洪水・土石流 南西部 177 ○ 

1914(T３)  浸水 南西部 3   

1916(T５)  大雨・浸水 全域 なし   

1916(T５)  洪水・土石流 北西部 5 ○ 

1919(T８)  洪水 南東部 25（負傷者含） ○ 

1919(T８)  洪水 南東部 3（負傷者含）   

1920(T９)  洪水 南東部 26   

1923(T12)  洪水 南西部 15   

1926(T15） 土石流 南西部 100 ○ 

1928(S3)  豪雨 南西部 8 ○ 

1932(S７)  豪雨 北東部 4   

1936(S11)  豪雨・洪水 西部 なし   

1945(S20)  土石流 南部 2,012 ○ 

1951(S26)  土石流 県全域 166 ○ 

1967(S42)  豪雨・土石流 南西部 159 ○ 

1972(S47)  豪雨・洪水 北東部 35   

1983(S58)  豪雨・土石流 北部 なし   

1988(S63)  豪雨・土石流 北西部 14 ○ 

1991(H３)  高潮・洪水 西部 6   

1993(H５)  豪雨・土石流 北西部 なし ○ 

1999(H11)  豪雨・土石流 南西部 31 ○ 

2004(H16)  高潮 南東部 なし   

2004(H16)  高潮 南部 5   

2010(H22)  豪雨・土石流 全域 5 ○ 

2014(H26)  豪雨・土石流 南西部 74 ○ 

2018（H30） 豪雨・土石流 全域 107 ? 
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２）災害を「自分
ごと」とするため
に過去に学ぶ： 
水害碑の活用 

藤本ほか（2016）：広島
県内における水害碑の碑文
資料.広島大学総合博物館研
究報告８. 
 
小山ほか（2017）：広島
県内の洪水・土砂災害に関
する石碑の特徴と防災上の
意義．地理科学72-1. 
 
熊原ほか（2017）：広島
県内の水害碑に関する追加
資料と歴史的変遷.広島大学
総合博物館研究報告9. 
#すべてweb上で入手可 
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２）災害を「自分ごと」とするために過去に学ぶ：
水害碑の活用 

水害（洪水・土石流）の犠牲
者を弔うこと【慰霊】，水害
の被害・復興の記録を伝承す
ること【記録の伝承】を目的
に建てられた石碑 

a 広島市安芸区矢野， 

1909年建立，漢文 

b 安芸郡府中町， 

1944年建立，漢字＋カナ 

c 江田島市切串， 

1985年建立，漢字＋かな 

d 広島市安佐南区梅林小学校，
2015年建立，漢字＋かな 

 

 

31 



２）災害を「自分ごと」とするために過去に学ぶ：水害碑の活用 

32 

防災意識の歴史的変遷 



被災地近くに建立 

→被災地の位置を後世に伝える効果 

 

石碑の立地と被災地の距離 小山ほか（2017）地理科学72-1 

２）災害を「自分ごと」とするために過去に学ぶ：水害碑の活用 

33 
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２）災害を「自分ごと」とするために過去に学ぶ：水害碑の活用 

土石流が発生した矢野川の右岸 



35 

２）災害を「自分ごと」とするために過去に学ぶ：水害碑の活用 

このような災害は予測
不可能な希有の災害に
あたります。この災害を
長く後世に伝えるべき
なので、災害の記録を
残すことを請願したい ． 

幅が約数メートルほど
で、平時は穏やかな流
れでわずかに踵がつ
かるほどの深さしかな
い。本川が一晩でこれ
ほどの大災害を引き起
こすと誰が予想できた
であろうか． 



３）平成30年豪雨災害被災地と水害碑 

・平成30年
豪雨災害に伴
い 斜 面 崩 壊
8000箇所以
上発生（黄色
の丸） 

 

・水害碑の建
立地（桃色の
四角） 

 

・碑がある８
地点で今回豪
雨災害が発生 

安芸郡坂町

小屋浦地区 
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□坂町小屋浦地区 

・1907年，1945年（枕崎台
風），2018年に土石流災害 

 

・多くの谷が合流する川に沿っ
て集落が形成 

中国新聞 

 8月7日朝

刊 

３）平成30年豪雨災害被災地と水害碑 

37 



３）平成30年豪雨災害の被災地と水害碑 

□碑文の内容 

・今回の豪雨災害とよく似た状況 

雨が止み、水が引い
た後の河岸には家々
はなく，岩の間には
壊れた食器類や道具
類が散乱し  

災害が起こる前、長
雨が何日も降り続き
地盤が緩んでいた。
そこに短時間の集中
豪雨がおきたために
崖が崩れて川をせき
止め、水の勢いが増
し、土石流を引き起
こした。 
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３）平成30年豪雨災害の被災地と水害碑 

今後の課題 

・住民には災害の歴史は十分に伝わっていなかった
ので，石碑を活用した防災教育を検討する必要性． 

 

・しかし水害碑がある地区は限られている．水害碑
がない多くの地域ではどのように防災教育を進めて
いけば良いか？ 

 →枕崎台風の事例 

39 



IV. 過去の水害を調べる授業カリキュラムの提案 

40 

１）枕崎台風を知る 

２）枕崎台風に伴う水害 

３）岡山・就実高校放送文化部の取り組み 

４）枕崎台風の水害に関する聞き取り調査の提案 

 

 



IV. 過去の自然災害を調べる授業カリキュラムの提案 
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１）枕崎台風を知る 

・1945（昭和20）年９月17日
に鹿児島県枕崎市付近に上陸し，
広島市の西方15km，松江市付近
を通過し日本海へと抜けた． 
・台風発生以前から温暖前線が瀬
戸内海地方に停滞し，すでに降雨
があった。 
・特に広島県で集中的かつ甚大な
水害が多数発生した。広島県では
死者・行方不明者が2,012人に達
し，呉市では死者が1,154人で
あった（広島県土木部砂防課，
1951）。 
・枕崎台風に関する水害碑は県内
に計９個ある（小山ほか，2017; 
熊原ほか，2017）。 



IV. 過去の自然災害を調べる授業カリキュラムの提案 
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１）枕崎台風を知る 

1945年９月17日の日降水量分布．
広島県土木部砂防課（1951）の
図に筆者が着色 



IV. 過去の自然災害を調べる授業カリキュラムの提案 
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２）枕崎台風に伴う水害 

米軍撮影のモノクロ空中写真に写る土石流（左）と判読結果（右） 



IV. 過去の自然災害を調べる授業カリキュラムの提案 
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２）枕崎台風に伴う水害 

 東広島市黒瀬町前平山北部における斜面崩壊の詳細分布．平成30年7月豪雨の斜面崩壊開
始地点の分布は広島大学平成30年7月豪雨災害調査団（地理学グループ）（2018）の斜面
崩壊発生地点データに基づく．背景図は国土地理院の基盤地図情報に基づく． 



IV. 過去の自然災害を調べる授業カリキュラムの提案 
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２）枕崎台風に伴う水害 

米軍写真判読による問題点 
・枕崎台風がきてから２〜３年が経過しているので，
土砂を取り除いている可能性 
・縮尺が小さいため，大きな土石流の痕跡しかわか
らない． 
・枕崎台風の土石流なのかわからない場合もある 
 
→克服する手段：現地で聞き取りをする（ビデオ） 



IV. 過去の自然災害を調べる授業カリキュラムの提案 
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３）岡山・就実高校放送文化部の取り組み 

広島市安佐南区緑井 
八敷福祉会(自治会)  
平成22年 

昭和9年の室戸台風による洪水時の最高水位標識の保存運動 

聞き取り調査の前例 
http://www.japanriver.or.jp/taisyo/oubo_jyusyou/jyusyou_k
atudou/no7/no7_pdf/syuujitsu.pdf 



IV. 過去の自然災害を調べる授業カリキュラムの提案 
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３）岡山・就実高校放送文化部の取り組み 

http://digioka.libnet.p
ref.okayama.jp/mmh
p/kyodo/gakko/syuji
tu/saikosuiihyosikiho
zon.pdf 

元となる昭和51年の調査 



IV. 過去の自然災害を調べる授業カリキュラムの提案 
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４）枕崎台風の水害に関する聞き取り調査の提案 



IV. 過去の自然災害を調べる授業カリキュラムの提案 
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４）枕崎台風の水害に関する聞き取り調査の提案 

当時の地形図をもって，聞き取りにいくことで 
図化ができる 



IV. 過去の自然災害を調べる授業カリキュラムの提案 
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４）枕崎台風の水害に関する聞き取り調査の提案 

１．グループで聞き取り調査をおこなう 

２．集約し，どこでどのような現象が生じて，被害が生じたの
か？どのように復旧したのかを整理 

３．現行のハザードマッ
プや避難場所の図に，調
査結果をまとめる． 
 昔の地形や土地利用；
地形の改変などについて
も，空中写真や古い地形
図などから検討する． 

４．新聞，パンフレット，
ポスターなどあるいは発
表会などを通して地元の
方へ成果を還元 


